
企業版
ふるさと納税

日進市の未来を、
ともにつくる。

地方創生応援税制を活用し、企業の皆さまと
日進市が、教育・子育て、健康、にぎわい、
安全・安心なまちづくりを進めます。
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企業版ふるさと納税とは

地方創生応援税制（企業版ふるさと納税）は、企業の皆さまが地方公共団体の地方創生事業に寄附を行
った場合に、損金算入による軽減効果に加え、法人住民税・法人税・法人事業税の税額控除を受けられ
る制度です。
日進市では、地域再生計画に基づき実施する地方創生事業について、企業の皆さまからの寄附を募集し
ています。

最大
約9割

法人関係税の軽減により実質負担は約1割。

損金算入
約３割

法人住民税・法人税
４割

法人事業税
２割

企業負担
約１割

例：1,000万円を寄附した場合、最大約900万円の法人関係税が軽減されます。

税目ごとの特例措置

法人住民税
寄附額の4割を税額控除。
税割額の20%が上限。

法人税
法人住民税で4割に達しな
い残額を税額控除。
寄附額の1割が上限。

法人事業税
寄附額の2割を税額控除。
税額の20%が上限。

制度活用にあたっての留意事項

1 1事業あたり10万円以上の寄附が対象です。

2
日進市に本社（地方税法上の主たる事務
所又は事業所）が所在する企業からの寄
附は対象外です。

3
寄附の代償として補助金、貸付、入札上
の便宜などの経済的利益を受け取ること
は禁止されています。

4
寄附額は、対象となる寄附活用事業の事
業費の範囲内で活用します。

3

寄附手続の流れ 01 相談・申込 02 寄附金の納付 03 受領証の発行 04 税の申告

申込内容を確認後、納付・受領証発行・税申告へ進みます。

市長メッセージ

私たちが目指す日進の「未来の姿」は、
「住んで良かった」「住み続けたい」と誰もが思うまちになることです。
将来にわたって持続可能なまちづくりや地域経営を進め、
市民の皆さんが幸せと活気に満ち溢れ、健やかに暮らせることを目指してい
ます。
その実現のため、企業の皆さまからの寄附を募集しています。
SDGsの達成に貢献できる制度であり、日進市の前進に応援をお願いします。

日進市長

制
度
説
明



プロジェクト 01-01

一人ひとりに、安心して学べる居場所を

登校への不安に寄り添い、学びとつながりを支える。

一人ひとりに寄り添う登校支援

主な取組内容

専門員による登校支援

教員免許を持つ専門員が、子どもの状況に応じて支援します。

相談体制の充実

子どもと保護者が相談しやすい伴走支援を整えます。

ICTを活用した学習支援

学び直しや登校支援につながるICT活用を進めます。

学校外の居場所づくり

民間団体等と連携し、多様な学びの選択肢を広げます。

期待される効果 安心して
学べる
環境づく
り

子どもと
保護者の
孤立を防
ぐ

プロジェクト 01-02

にっしんプレミアム給食プロジェクト

おいしい給食で、学びと成長を支える。

学校給食を通じた子どもの健康づくり・食育推進

主な取組内容

特別な一品の提供

特産品や旬の食材を活用し、食に関心を持つ機会をつくります。

プレミアム給食の実施

記念日や行事に合わせ、給食時間をより楽しめるものにします。

家庭での話題づくり

献立を通じて、家庭でも食育が広がるきっかけをつくります。

感謝の気持ちを育む

食を支える人や地域への理解を深めます。

期待される効果 子どもの
元気と
食育理解
が深まる

家庭と地
域での
会話が広
がる

企業価値
向上・
CSR発信
に

4

BASIC GOAL

01

基本目標

子
ど
も
や
女
性
が
活
躍
す
る
ま
ち
を
創
る

募
集
事
業

学校教育課

事業費 8,200万円

企業価値
向上・
CSR発信
に

学校給食センター

事業費 1,500万円



プロジェクト 01-03

地域で育てる、子どもたちの新しい放課後

学校から地域へ、持続可能な部活動を進める。

部活動地域展開推進

主な取組内容

財政的支援

指導体制や活動環境を整え、継続的な運営を支援します。

体験機会の充実

スポーツ・文化活動など、子どもの選択肢を広げます。

指導者確保・育成

地域人材と連携し、質の高い活動につなげます。

経済困窮者支援

家庭の状況に関わらず参加しやすい仕組みを整えます。

期待される効果 子どもの
可能性と
機会を支
える

地域コミ
ュニティ
の活性化
へ

企業価値
向上・
CSR発信
に

プロジェクト 01-04

暑さに負けない、安心の放課後空間へ

子どもにやさしい居場所を整える。

放課後子ども総合プラン運営

主な取組内容

高温対策の実施

夏季の活動環境を整え、熱中症リスクを軽減します。

換気・空気循環の改善

空気環境を整え、安心して過ごせる空間をつくります。

落ち着ける空間づくり

学びや休息の時間を支える居場所を整備します。

安全性の向上

設備改善により、日常的な安全性を高めます。

期待される効果 快適で安
心な
放課後環
境へ

学習・活
動の質が
高まる

5

BASIC GOAL

01

基本目標

子
ど
も
や
女
性
が
活
躍
す
る
ま
ち
を
創
る

募
集
事
業

子育て支援課

事業費 100万円

学習政策課

事業費 1,000万円

企業価値
向上・
CSR発信
に



プロジェクト 01-05

放課後の安心を、家庭の負担なく支える

経済的な事情に左右されない、子どもの居場所づくり。

放課後児童クラブひとり親家庭等支援

主な取組内容

利用料減免の支援

対象世帯の放課後児童クラブ利用料を支援します。

利用機会の確保
経済的な事情による利用控えを防ぎ、必要な家庭がサービスを利
用できる環境を整えます。

放課後の安全確保

子どもが安全に過ごせる放課後の居場所を支えます。

安定した運営体制

将来にわたり継続して利用できる体制づくりにつなげます。

期待される効果 子育て世
帯の負担
を軽減

子どもの
安全な居
場所を確
保

企業価値
向上・
CSR発信
に

プロジェクト 01-06

思いきり遊べる園庭を、もっと安全に

園児の笑顔を守る園庭安全プロジェクト。

公立保育園維持整備

主な取組内容

安全マットの更新

転倒時の衝撃を和らげる安全マットを更新します。

衝撃吸収性能の向上

遊具周辺の安全性を高め、安心して遊べる環境にします。

遊びへの挑戦を支援

子どもがのびのびと身体を動かせる環境を整えます。

耐久性の高い整備

長期的に安全な園庭づくりを進めます。

期待される効果 子どもの
挑戦と
安全を守
る

健やかな体
づくりと
経験を支え
る

企業価値
向上・
CSR発信
に

6

BASIC GOAL

01

基本目標

子
ど
も
や
女
性
が
活
躍
す
る
ま
ち
を
創
る

募
集
事
業

子育て支援課

事業費 400万円

保育課

事業費 500万円



プロジェクト 01-07

安全な食器が、子どもの自立を育てる

耐久性と安全性に配慮した給食環境を整える。

公立保育園管理運営

主な取組内容

樹脂製食器への更新

欠けにくい食器や備品へ更新し、安全性を高めます。

安全な給食環境

アレルギー対応や衛生面に配慮した環境を維持します。

自分で片付ける体験

年齢に応じて、生活習慣や自立心を育みます。

職員負担の軽減

扱いやすい備品により、保育現場の負担軽減につなげます。

期待される効果 園児の安
全と
自立を支
える

食育の実
践機会が
広がる

企業価値
向上・
CSR発信
に

プロジェクト 01-08

未来の一票を、いま育てる

子どもに身近な体験として届ける。

選挙啓発推進

主な取組内容

模擬投票教材の作成

学校や地域で活用できる体験型教材を作成します。

親子向け啓発イベント

選挙や地域づくりを考える機会をつくります。

啓発グッズの作成

選挙や政治参加を身近に感じられる教材を作成します。

出前講座との連携

学校や地域での学習機会を広げます。

期待される効果 投票率向
上と政治
参加意識
の醸成

将来の地
域を担う
人材育成
へ

企業価値
向上・
CSR発信
に

7

BASIC GOAL

01

基本目標

子
ど
も
や
女
性
が
活
躍
す
る
ま
ち
を
創
る

募
集
事
業

保育課

事業費 150万円

行政課

事業費 100万円



プロジェクト 02-01

歩き方を見える化し、健康寿命を支える

AI歩行解析で、フレイル予防を一歩先へ。

健康づくり運動推進

主な取組内容

歩行姿勢測定

短時間で歩き方や姿勢を客観的に測定します。

リスクの見える化

フレイルや転倒リスクを分かりやすく把握します。

運動指導につなぐ

測定結果に基づき、継続的な運動習慣を支援します。

データ活用の可能性

健康づくり施策の改善や啓発に活用します。

期待される効果
健康寿命
の延伸

医療・介
護費適正
化へ

企業価値
向上・
CSR発信
に

プロジェクト 02-02

口から、健康寿命をのばす

歯と口腔の健康を、全身の健康へつなげる。

歯科検診推進

主な取組内容

節目成人歯周病検診

20歳以上の節目年齢を対象に歯周病検診を支援します。

口腔機能評価

フレイル予防につながる口腔機能の確認を行います。

セルフケア支援

歯科衛生士等による保健指導で生活習慣を支援します。

啓発と受診促進

歯と口の健康への関心を高め、予防行動につなげます。

期待される効果 全身の健
康維持に
寄与

生活習慣
病予防へ
波及

企業価値
向上・
CSR発信
に

8

健康課

事業費 960万円

保険年金課

事業費 100万円

だ
れ
も
が
健
康
で
長
生
き
で
き
る
ま
ち
・
地
域
共
生
社
会
を
創
る

BASIC GOAL

02
基本目標

募
集
事
業



プロジェクト 02-03

外出が、つながりになる

住み慣れたまちで暮らし続けるための移動支援。

ボランティアドライバー養成

主な取組内容

移動支援の担い手づくり

地域住民による移動支援を広げます。

安全運転講習の実施

運転者が安心して支援できるよう講習を行います。

外出機会の確保

買い物、通院、交流など生活に必要な移動を支えます。

地域の支え合いを育む

移動支援を通じて地域のつながりを深めます。

期待される効果 フレイル
予防と孤
立防止

地域コミ
ュニティ
の活性化
へ

企業価値
向上・
CSR発信
に

9

介護福祉課

事業費 10万円

だ
れ
も
が
健
康
で
長
生
き
で
き
る
ま
ち
・
地
域
共
生
社
会
を
創
る

BASIC GOAL

02
基本目標

募
集
事
業



プロジェクト 03-01

出会いが、新しいまちの力になる

次世代交流センターを、産官学・市民共創の舞台へ。

公共施設マネジメント推進

主な取組内容

交流スペースの備品整備

市民や団体が使いやすい共用備品を整備します。

会議・音響環境の充実

会議やイベントの質を高める環境を整えます。

コワーキング機能の強化

働く人や学生が集い、交流できる場を支えます。

次世代交流センターの建設

次世代交流センターの建設費に活用します。

期待される効果 まちづく
り参加の
活性化

産官学連
携の推進

企業価値
向上・
CSR発信
に

プロジェクト 03-02

小さな実証が、まちの未来を動かす

企業・大学のアイデアを地域で試し、育て、広げる。

地域イノベーション創出

主な取組内容

実証フィールドの提供

公共空間や地域イベントを活用し、実証を支援します。

専門人材の伴走支援

企画・調整・効果検証まで専門人材が伴走します。

参加者募集・広報

実証に必要な市民・企業・大学等との接点をつくります。

効果検証と政策反映

成果を整理し、施策改善や新規事業につなげます。

期待される効果 地域課題
解決の加
速

新サービ
ス・交流
機会の創
出

官民連携
・EBPM
の強化

10

財産運営課

事業費 6億円
BASIC GOAL

03

募
集
事
業

基本目標

BASIC GOAL

企画政策課・人事課

事業費 100万円

雇
用
を
支
え
、
に
ぎ
わ
い
・
活
力
が
生
み
出
さ
れ
る
ま
ち
を
創
る



プロジェクト 03-03

遊びと学びが、地域のにぎわいを育てる

絵本と大型遊具で、親子がまた訪れたくなる児童館へ。

福祉会館運営

主な取組内容

絵本の充実

読み聞かせの機会を増やし、想像力や好奇心を育みます。

大型遊具の整備

体を動かす楽しさを体験できる遊具を整備します。

親子教室の魅力向上

親子で参加できる体験を増やします。

地域交流の拠点化

親子や世代間交流を生み出す場所にします。

期待される効果 子育て支
援の充実

来館者増
加と
地域活性
化

企業価値
向上・
CSR発信
に

プロジェクト 03-04

地域農業の未来を、担い手とともに支
える
農業用機器の導入を後押しし、持続可能な営農へ。

担い手農業者応援

主な取組内容

農業用機器の導入支援

担い手農業者等の機器導入経費を支援します。

農地の集積・集約化

地域計画に基づき、農地の有効活用を後押しします。

安定した営農継続

作業効率化を通じ、安定した農業経営を支えます。

基金活用による継続支援

寄附金を活用し、翌年度以降の支援にもつなげます。

期待される効果 担い手の
経営安定

地域農業
の持続性
向上

企業価値
向上・
CSR発信
に

11

地域共生課福祉会館

事業費 30万円
BASIC GOAL

03

募
集
事
業

基本目標

BASIC GOAL

農政課

事業費 1,000万円

雇
用
を
支
え
、
に
ぎ
わ
い
・
活
力
が
生
み
出
さ
れ
る
ま
ち
を
創
る



プロジェクト 04-01

新しい街に、最高のわくわくを！

子どもも大人も憩える公園の魅力を。

赤池箕ノ手近隣公園整備

主な取組内容

遊具のグレードアップ

新しい遊具の魅力を高めます。

インクルーシブ遊具の充実

誰もが一緒に遊べる公園づくりを進めます。

キッズテラスの日除け整備

暑さを和らげ、親子が過ごしやすい環境を整えます。

植栽・散水環境の向上

快適で美しい公園環境を保ちます。

期待される効果 子育て世
代に届く
支援

地域コミ
ュニティ
の活性化
へ

企業価値
向上・
CSR発信
に

12

プロジェクト 04-02

安全な遊び場が、地域の笑顔を育てる

老朽遊具を更新し、誰もが安心して集える公園へ。

公園遊具リニューアルプロジェクト

主な取組内容

安心・安全な遊具への更新

劣化した遊具を計画的に更新し、安全性を高めます。

インクルーシブ遊具の導入

障害の有無に関わらず楽しめる遊具を整備します。

憩い空間の整備

日よけ付きベンチなど、親子や地域が休める場を整えます。

公園機能の向上

安全性、交流性、快適性を高めます。

期待される効果 子どもの
安全を守
る

地域コミ
ュニティ
の活性化
へ

企業価値
向上・
CSR発信
に

市街地整備課

事業費 500万円

市街地整備課

事業費 3,000万円

安
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プロジェクト 04-03

通学路の安心を、地域の安全につなげる

カラー舗装や区画線で、見える安全対策を進める。

交通安全対策事業

主な取組内容

通学路・生活道路の安全対策

危険性の高い箇所を中心に、整備・更新を進めます。

カラー舗装の整備・更新

通行区分や注意箇所を見えやすくし、安全性を高めます。

区画線・標識等の改善

歩行者と運転者が認識しやすい道路環境を整えます。

防護柵等の交通安全施設整備

地域の実情に応じた安全施設を適切に整備します。

期待される効果 通学路の
安全性を
向上

交通事故
の防止に
つなげる

企業価値
向上・
CSR発信
に
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プロジェクト 04-04

音楽で、まちと人がつながる

世代を超えた交流と、日進への愛着を育てる。

「音楽のまちにっしん」推進

主な取組内容

音楽祭・コンサートの発展

にっしん音結祭や古民家・美術展コンサートを充実させます。

学校等へのアウトリーチ

学校や子ども発達支援施設へ音楽体験を届けます。

子どもの音楽育成

管打楽器ジュニアアカデミーで表現力を育みます。

楽器・設備の更新

市民会館の楽器・設備を整え、質の高い体験を支えます。

期待される効果 地域コミ
ュニティ
の活性化
へ

音楽文化
の育成

企業価値
向上・
CSR発信
に

道路河川課

事業費 500万円

学び支援課

事業費 2,300万円

安
全
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安
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な
暮
ら
し
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け
ら
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な
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プロジェクト 04-05

めぐるたび、日進が好きになる

道の駅を核に、歴史と文化と食の交流を生み出す。

にっしんへの旅・歴史文化と道の駅の融合

主な取組内容

道の駅の魅力向上

グレードアップと観光拠点化で交流を促します。

歴史施設の修繕・整備

歴史資源を活かし、観光施設としての魅力を高めます。

新コンテンツの導入

体験やイベントの充実により滞在価値を高めます。

周遊モデルの構築

市内回遊と消費につながる仕組みをつくります。

期待される効果 誘客と回
遊を促進

地域経済
へ波及

企業価値
向上・
CSR発信
に
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プロジェクト 04-06

足元から、日進の魅力に出会う

デザインマンホールで、インフラ更新とまち歩きを楽しく。

デザインマンホール設置

主な取組内容

老朽蓋の計画的更新

腐食・摩耗した蓋を更新し、安全性を高めます。

デザイン蓋の制作・マンホールカード制作

日進の歴史や文化を描き、まちの魅力を発信します。

街歩き企画・カード活用

スタンプラリーやマンホールカードで、来訪と回遊を促します。

企業名の可視化

広報や銘板等で、寄附企業の地域貢献を発信します。

期待される効果 安全な歩
行環境を
支える

回遊とに
ぎわいを
創出

企業価値
向上・
CSR発信
に

産業観光課

事業費 1億円

下水道課

事業費 100万円／基

安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
が
続
け
ら
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住
む
な
ら
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進
と
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る
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を
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プロジェクト 04-07

ふたりの門出を、まち全体で祝う

婚姻届から始まる、地域への愛着と定住応援。

婚姻届をきっかけとした地域定住応援

主な取組内容

オリジナル婚姻届の制作

人生の節目に、日進らしいデザインで寄り添います。

お祝い品の配布

企業協賛の品を通じて祝福と応援の気持ちを届けます。

結婚応援パートナー紹介

地域企業やサービスとの接点をつくります。

定住意識の醸成

「この街で暮らし続けたい」という意識を醸成します。

期待される効果 新生活応
援の満足
度向上

企業価値
向上・
CSR発信
に

官民連携
のまちづ
くり
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プロジェクト 04-08

選ばれるまちは、伝える力で育つ

日進の魅力を市内外へ届け、関係人口と誇りを広げる。

広報広聴活動

主な取組内容

戦略的な魅力発信

子育て、教育、自然、交通、産業等を分かりやすく発信します。

動画・SNS活用

デジタル発信により、認知度と共感を高めます。

プロモーション実施

魅力が伝わるパンフレットや広告を展開します。

シビックプライド醸成

市民が誇りを持ち、まちへの関心が高まる機会をつくります。

期待される効果 来訪・移
住意欲を
喚起

関係人口
を拡大

企業価値
向上・
CSR発信
に

市民課

事業費 10万円

情報広報課

事業費 330万円

安
全
・
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な
暮
ら
し
が
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プロジェクト 04-09

議会をもっと身近に、もっとわかりやすく

「読まれない」広報から「読みたくなる」広報へ。

日進市議会広報リニューアル

主な取組内容

紙面デザインの刷新

図解や写真で、議会の内容を直感的に伝えます。

トピックスページの充実

暮らしとの関係が分かる表現へ見直します。

QRコード連携の強化

議会中継や会議録へ、紙面からすぐ案内します。

若年層への発信強化

スマホでも読みやすい構成で接点を広げます。

期待される効果 議会を
身近に

政治関心
を高める

企業価値
向上・
CSR発信
に
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プロジェクト 04-10

湿地のいのちを、次の世代へつなぐ

大清水湿地を再生し、自然とふれあうまちの魅力を守る。

東部丘陵保全

主な取組内容

湿地再生の推進

生物多様性を守るため環境整備を進めます。

ウッドデッキ等の改善

安全に自然観察できる動線や施設を整えます。

観察・植木への対応

地域や専門家と連携し、維持管理を行います。

保全活動の活性化

企業・市民とともに、自然を守る活動を広げます。

期待される効果 自然体験
の機会を
再生

まちの魅
力向上

企業価値
向上・
CSR発信
に

議事課

事業費 210万円

都市計画課

事業費 1,600万円
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し
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プロジェクト 04-11

家庭の選択が、まちの未来を変える

EV・太陽光・蓄電池の導入を後押しし、脱炭素を加速。

家庭のゼロカーボン加速化

主な取組内容

EV等の導入支援

環境性能に優れた移動手段の普及を支援します。

住宅設備の導入支援

太陽光発電、蓄電池、充電設備などの導入を後押しします。

補助制度・件数の拡充

市民の選択肢を広げ、導入しやすい環境を整えます。

制度PRの強化

分かりやすく制度を伝え、行動変容につなげます。

期待される効果 家庭部門
の脱炭素
化

災害時の
電源確保

企業価値
向上・
CSR発信
に

17

プロジェクト 04-12

一台の車が、暮らしと安心を運ぶ

高齢者支援から災害対応まで、地域を支える足を更新。

地域支えあい用車両導入

主な取組内容

支援用トラックの更新

老朽化したトラックを更新し、地域支援に活用します。

高齢者の暮らしを支援

ごみ出し支援など、日常生活を支える活動に活用します。

災害時の物資輸送

災害時には物資や資機材を迅速に運搬します。

企業名の紹介

寄附企業の地域貢献を車両や広報で発信します。

期待される効果 地域福祉
と防災を
支援

企業価値
向上・
CSR発信
に

環境配慮
にも貢献

環境課

事業費 1,500万円

財産運営課

事業費 500万円

安
全
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安
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な
暮
ら
し
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プロジェクト 04-13

地域を守る力を、次の災害に備える

消防団の装備と訓練を充実し、防災力を高める。

消防団整備

主な取組内容

車両の計画的更新

経年車両を更新し、確実に稼働できる体制を整えます。

救助資機材の拡充

チェーンソー等を整備し、多様な災害に対応します。

実践的訓練の充実

救助・水防など、実災害を想定した訓練を進めます。

団員の安全性向上

装備と訓練環境を整え、活動時の安全を高めます。

期待される効果
市民の利
便性向上

防災力の
強化

安全性の
向上
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プロジェクト 04-14

公用車のEV導入で、未来につながるまちへ

環境にやさしく、機動力ある行政サービスを。

次世代自動車導入

主な取組内容

公用車を更新

事業実施・施設管理用と、滞納整理業務用の車両を更新します。

EV等の次世代自動車を導入

環境性能に優れた車両を導入し、行政の脱炭素化を進めます。

行政サービスの機動性を維持

市内外への迅速な移動を支え、必要な行政対応を継続します。

期待される効果 CO₂排出量
を削減し
環境負荷を
低減

機動的な行
政対応を
安定して継
続

企業価値
向上・
CSR発信
に

防災安全課

事業費 1,000万円

財産運営課・収納課

事業費 615万円

安
全
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な
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企業名の紹介

寄附企業の地域貢献を車両や広報で発信します。



プロジェクト 04-15

支払いを、もっと自由に、もっと簡単に

eL-QRの活用で、市民・行政・金融機関の負担を軽く。

公金支払手続デジタル化推進

主な取組内容

キャッシュレス納付の周知

スマートフォン等で納付できる仕組みを分かりやすく広げます。

支払手段の選択肢拡大

市民が使いやすい納付方法の選択肢を増やします。

収納管理の省力化

データ連携により、確認作業や集計の負担を軽減します。

広報資材の活用

利用促進のための案内やチラシを作成します。

期待される効果 市民の利
便性向上

行政事務
の効率化

企業価値
向上・
CSR発信
に
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会計課・財務政策課

事業費 3,000万円
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制度・活用事業・寄附のご相談は日進市までご連絡ください。

問い合わせ

日進市総務部財務政策課
〒470-0192 愛知県日進市蟹甲町池下268番地
電話：0561-73-3205 FAX：0561-73-6845

詳細ページ

日進市が企業の皆さまと進めたい取組

教育・子育て
小・中学校登校支援、子ども・子育て支
援、子どもの居場所

健康・共生 成人健康、地域福祉、地域コミュニティ

文化・にぎわい
音楽のまち、地域ブランド、交流人口の
拡大、福祉会館機能の充実

安全・安心
防災、防犯、通学路の安全、公共施設老
朽化対策

産業・交流拠点
地域農業支援、次世代交流センター、産
学官連携の強化

自然・歴史・文化・産業が調和するまち、日進市

20

2026.08


